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本書の巧いかた 


本書を正しくご活巧いただくための表記上の約まごとを説明します D 

表記上の約ま 

ま意マーク . 应 に続く説明文は、製品の取り販いにあたって特に注意すべき事 

項です。このミ主意事項に従わなかった場合、身体や製品に損傷を与え 
る恐れがあります。 

次の動作マーク . に続くページは、次にどこのページへ進めばよいかを記してい 

ます。 

文中の用語表記 

•Windows 搭載パソコンの場合、本書では、次のようなドライブ構成を想定して説明しています。 
C: ハードディスク 
D:CD-ROM ドライブ 

•文中 [] で囲んだ名称は、ダイアログボックスの名称や操作の隙に選択するメニュー、ボタン、 
チェックボックスなどの名称を表しています。 

•本書に記載されているハードディスク容量は、 ]GB= 1000化乂16で計算しています。 0S やア 
プリケーシヨンでは、 1GB 二 1024'byte で計算されているため、表示される容量が異なります。 


■本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一部または全部を弊社に無断で転載、複製、改変などを 
行うことは禁じられております。 

■ buffalo ™ は、株式会社バッファローの商標です。また、本書に記載されている他社製品名は、 
一般に各社の商標または登録商標です。本書では、™、®、©などのマークは記載していません。 

■本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容に ついては、 改良のため予告なしに蜜要される塌 
合があり、現に購入された製品とは一部異なることがあります。 

■本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどがあ 
りましたら、お買い求めになった販売店または弊社サポートセンターまでご連絡ください。 

■本製品は一般的なオフィスや家庭の 0 A 磯器としてお使いくださし、。万一、一般 0 A 機器於外として使用さ 
れたことにより損害が発生した場合、弊社はいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承くださし、。 

-医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高いを全性が要まされる用途に 
は使巧しないでください。 

-一般 0 A 機器よりも高い信頼性が要求される機器や電算機システムなどの用遠に使用するとき 
は、ご使用になるシステムのを全設計や故障に対する適切な処置を万全におこなってください。 

■本製品は、日本国内でのみ使用されることを前提に設計、製造されています。日本国外では使巧しない 
でください。また、弊社は、本製品に関して日本国外での保ずまたは技術サポートを行っておりません。 

■本製品のうち、外国為替および外国貿易法の規定により戦略物資等（または役務）に該当するもの 
について は、曰本国外への輸出に隙して、日本国政府の輸出許可（または役務取引許可）が必要です。 

■本製品の使用に際しては、本書に記載した使用方まに沿ってご使用くださし、。特に、注意き項とし 
て記載された取扱ちまに違反する使用はお止めください。 

■弊社は、製品の故障に関して一定の条件下で f 度理を保証しますが、記憶されたデータが消失-破損 
した場合については、保証しておりません。本製品がハードディスク等の記憶装置の場合または記 
憶装置に接続して使巧するものである場合は、本書に記載された';主意事項を遵守してください。ま 
た、必要なデータはバックアップを作成してくださし、。お客様が、本書の注意事項に違反し、また 
はバックアップの作成を怠ったために、データを消失•破棄に伴う損害が発生した場合であっても、 
弊社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

■ 本製品に起因する債務不履行または不法行為に基づく損害賠償責任は、弊社に故意または重大な過 
失がちった場合を除き、本製品の購入代金と同額を上限と致します。 

■本製品に隠れた瑕疵があった場合、無償にて当該瑕疵をイ度補し、または瑕疵のない同一數品または 
同等品に交換致しますが、当該瑕疵に基づく損害賠償の責に任じません。 
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はじめに 

はじめに確認して頂きたいことを記載しています。 


各部のを称 


電源ランプ- 

電源が ON のとをに緑色に点灯 
します。一番左のランプです。 


アクセスランプ- 

本製品に内蔵されたハードディ 
スクのが態を表示します。左か 
ら順に DiskiDisl <2 — ^ Disk 3 — ^ 
Disk 4 の状態を表示します。 
アクセス時：緑色点滅 
リビルド時：赤色点滅 
異常時：ホ色点灯 

※ホ色点灯した場合は、 P 32 「巧 
障かなと思ったら（ブザー- 
ラン プの確認)」 を参照してく 
ださい。 



※前面のセキュリティスロットは、弊社製 BSQ - SD 02 
のみ対応です。 
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電源の ON/OFF 


本製品の電源は、 「 PC 連動 AUTO 電源機能」によってパソコン本体の電源 ON / OFF に合わせて自 
動で ON / OFF することも、手動で ON / OFF することもできます。 



- 「 AUTOj でお巧いの巧合、お巧いの巧巧によっては、正をに認識しをいことやパソコ 
ンの電源に連動しないことがあリます。このち合は、 「 MANUALj にしてお使いください。 
-パソコンの電源スイッチを OFF にしてから本巧品の巧活ランプが巧えるまでに、少し 
時巧がかかることがおります。 

- AC アダプタ付きの USB 八ブに本製品を巧続した場合、パソコンの電源スイッチを 
OFF にしても本製品の巧巧ランプがおえないことがちリます。本巧品の電巧スイッチ 
を OFF にするか 、 USB /\ブから本裝品を巧リかしてください。 
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起動用ハードディスクとしてお使いになる場合 
( eSATA 接続で Windows をインストールする場合のみ) 


eSATA 接続をした場合、 Windows をインストールし、本製品を起動巧ハードディスクとして使 
用することもできます。 Windows をインストールする場合は、が下の手順で行ってください。 

-Macintoch をお巧いの場合や USB 把廣の場合は、 Windows をインストールできません。 
-巧れ製 IFC - ATS 2 や巧社製 IFC - PCI 7 ESAU 2 をお巧いの場合、本お品から 0 S を起動す 
ることがで去ません。本裝品は、増設巧 M — ドディスクとしてお巧いください。 

- RAID を設定する場合は、 0 S をインストールする前に別が「はじめにお読みくださ 
い」の手順で本製品を USB 巧続でセットアップした後、 RAID 設定を巧ってください。 
Windows のインストール後は、 RAID 設定を巧えません。 

- 3 P -2 P を換コネクタを巧って AC コンセントに接続する場合は、感電防止のため、アー 
スおはがず巧巧してください。アース線は電源コードをつなぐ前に巧続し、電源コー 
ドを巧いてからかしてください。順唐をずらないと感電の原因となリます。アース線 
がコンセントや化の電極に接烛しないよラにしてください。 
naa windows をインストールした後、ハードディスク内に未使用領域がある場合は、パーティ 
シヨンを作成し、フォーマットしてください。 【 P 11 「フォーマット」】 

パソコンに付属の CD-ROM から OS をインストールする場合 

本製品をバソコンに接続して電源を ON にし、パソコンのマニュアルを参照して 0 S をインストー 
ルしてくだホい。 

Windows をインストールした後に、がず巧ぺージの「本强品に Windows をインストー 
ルしたモや 137 GB な上認識されないモへ (Windows のみ)」の手順を巧ってください。 
巧ぺージの手順を巧わないと、データが破損-巧巧するあれがちります。 

Windows の CD-ROM からインストールする場合 

本製品をパソコンに接続して電源を ON にし、 Windows をインストールします。画面に表示さ 
れるメッセージに従って操作してください。インストール手順は Windows のマニュアルを参照 
してください。 Windows を新規にインストールする場合の一般的な手順は、こ欠のとおりです。 


本製品を eSATA ケーブルでパソコンに接続し、電源を ON にする 


▼ 


Windows の起動ディスクからパソコンを起動する 


▼ 


Windows をインストールする【各 0S のマニュアルを参照】 


▼ 


パソコンを再起動する 


Windows をインストールしたをに、ぶず巧ぺージの「本製品に Windows をインストー 
ルした方や 137 GB な上認識されない方へ ( Windows のみ)」の手順を巧ってください。 

巧ぺージの手順を巧わないと、データが破損-巧•诏する巧れがちります。 
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本製品に Windows をインストールした方や 
137 GB が上認識されない方へ （ Windows のみ) 


本製品に Windows をインストールされた場合や本製品をパソコンに接続しても 137GB が上認識 
できない場合、が下の手順を行ってください。 


※な下の手順を巧わないと、データが破損•滞 S する巧れがちリます。がずな下の手順を巧っ 
てください。 

《 Windows を新規にインストールする場合は、 Windows のインストールをにな下の手順 
を巧ってくだぞい。 


■サービスパックの確認をずる （ WindowsXP / 2000のみ) 


1周辺機器-•■パソコンの順に電おスイッチを ON にします。 


2 [スタート]メニュー巧 （ Windows 2000の場合はデスクトップ）の[マイコン 
ピュータ]をちクリックし、[プロパティ]クリックをします。 

プロパティ画面が表示されます。 
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WindowsXP の場合は 「Service Pack 1」が上、 
Wmdows2000 の場合は 「Service Pack 3」が 
上が表示されていることを確認してください。 

表示されていない場合は 、 Windows 
Update(http://windowsupdate.microsoft. 
com/) からインストールしてください。 


が上で、サービスパックの確認は完了です。 

■ユーティリティを実行ずる 

1 パソコンの CD - ROM ドライブに付属 CD をセットします。 

簡単セットアップが起動します。簡単セットアップが起動しないときは、[マイコン 
ピュータ]巧の CD-ROM ドライブのアイコンをダブルクリックしてください。 

2 「添付ソフトのインストール J を選巧し、[開始]をクリックします。 

3 「137 GB な上認識されないちへ J を選巧し [ 開始]をクリックします。 

け降は画面の指示に従って実行してください。 
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巧いかた 


使用時のま意や本製品の取り外しかたを説明します。 


使用上のミ主意 


•本巧品に巧想メモリを剖リ当てないでください（本裝品に 0S をインストールした場 
合を除く）。本製品を巧リかした除に、 M— ドディスク巧のデータが破读されるおそれ 
がちります。 

•本®品のアクセスランプが 保を 点 M していると去は、 絶 巧に eSATA ケー ブルや USB ケー 
ブル、電源ケーブルを巧いたリ、パソコンの電源スイッチを OFF にしたリしをいでく 
ださい。データが破損するおそれがちります。 

- USB で描廣した場合は、パソコン本体の省電カモード（スタンバイ、化止が態、 ス、 J - 
プなど）はな巧にしてください。データが破損したリ、省電カモードから復巧で去な 
いことがちります。 

• Macintosh をご使巧のちは、本製品を使巧する前に必ずフォーマット（初期化）してください。 
【 P 11 「フオーマット」】 

♦本製品はホットプラグに対応しています （eSATA 接続の場合は、弾巧製 eSATA インターフェー 
スに接続した場合のみ)。 

本製品やパソコンの電源スイッチが ON のときでも接続ケーブルを巧き差しできます。ただし、 
ぶ、ず定められた手順に従って取り外してくださし、。 【P9 「本製品の取りがしかた」】 

本製品にアクセスしているとき（アクセスランプが 保を 点巧しているとき）は、 絶 巧に接 
続ケーブルを巧かないでください。本8品に記録されたデータが破巧する恶れがちリます。 

•複数の USB 機器と併巧したいときは、弾社製 USB ハブ（別売）などを使巧してください。 

♦パソコン本体と周辺機器のマニュアルも必ず参照してください。 

•本製品から 0S を起動することができるのは、 eSATA 接続した場合のみです。 USB 接続した 
場合は、本製品から 0S を起動できません。 

♦動作中に本製品を移動させたり、設置方向を変えないでください。本製品の破損の原因となり 
ます。 

#本製品に物を立てかけないでください。 

転倒して故障する恐れがあります。 

• WindowsXP 搭載のパソコンで使用する場合 

USB 接続する場合は、 USB2.0 ポートに接続してください （USB1.1 接続には対応しておりませ 
ん)。 USB1.1 準拠の USB ポートに接続すると、「高速 USB デバイスが高速ではない USB ハブ 
に接続されています。（が下略）」と表示されます。 

• FAT32 お式のハードディスクに保存できる1ファイルの最大容量は 4GB です。 

本製品は FAT32 お式でフォーマットされているたか、1ファイルの最大容量が 4GB となります。 
WindowsXP/ 2000 /Server 2003や MacOS をお使いの場合には、 NTFS 形式や MacOS 拡張 フオー 
マットお式で本製品をフォーマット（初期化）すれば]ファイルが 4GB が上のファイルでも 
保存できるようになります。 
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A 本製品の発熱について 

本製品は售体を利巧して内部からの熱を放熱しております。售体表面が熱くなりますが、 
異常ではありません。熱がこもると故障の原因となりますので、次の事項は行わないでく 
ださい。 

-本製品を横置きにしたり、積み重ねて使用しないでください。 

-本製品の上や周りに放熱を巧げるような物を置かないでください。 

-本製品に巧などをかぶせないでください。 


• Macintosh でリカバリするときは、本製品を取り外してください。 

取り外さないとリカバリできないことがあります。 

♦本製品の動作時、特に起動時やアクセス時などに音がすることがありますが、異常ではありま 
せん。 

#通常モードでお使いの場合、 eSATA 接続しても1台の/\—ドディスクしか認識されません。 

eSATA 接続の場合、1台のハードディスクしか認識できません （HD-Q1.0TSU2/R5 の場合、 
250GB しか認識されません)。 US 目で接続すると、4台のハードディスクが認識されます。 
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本製品の取り外しかた 


な下の手順で取り外してください。 

rwsi パソコンの電源スイッチが OFF の時は、そのまま取り外せます。 


Windows 

接続方法によって、手順が異なります。 

■ USB 接続の場合 


省軍カユーティリティ for HD をインストールされた場合は、省電カユーティリティの マニ ュ 
アルに記載の手順で巧りかしてください。 

省電カユーティリティのマニュアルは、簡単セットアップ（付属の CD をパソコンにセッ 
卜したときに表示されるメニュ ー) から表示できます。省電カユーティリティげインストー 
ルされている場合に i •乂下の手順を行う と、 エラーメッセージが表示されたり、省電力が態 
にできないことがあります。 


ち軍カユーティリティ for HD をインストールしていをいち合は、あず:か〇手瞄にがって 
巧りかしてください。巧の巧作を巧わずに本留品を巧り列■すと、データがほおしたり裂品 
が巧居する原因となります。な下の說巧では、 Windows 2000の画面を巧用しています。 

NTFS で フォー マットしたパーティションがある場合、な下の手順では取り外しできない 
ことがあります。その場合は、パソコンの電源を OFF にしてから本製品を取り外してく 
ださい。 


1タスクトレイに表示されているアイコンみ ( WindowsXP / Server 2003) / 
ろ （ Windows 200 0) をクリックします。 

2 メニューがま巧されたら、 [USB 大容量記お装置デバイス-ドライブ化:）を停 
止します]をクリックします。 

下線部には、本製品に割り当てられたドライブをが表示されます。 

WindowsXP/Server 2003の場合は、メッセージが少し異なります。 


本製品に害リリ当てら 


1 USB 大をを i 己’括篇虽デバイス-ドライブ(が>)を(き止します 

れているドライブ名 

1 小 ^去> 18:30 

か衣/ J 、 C むまづ。 


3 [USB 大客量記憶装置デバイスはを全に巧りかすことがでをます。 ] と表示され 
たら、 [0 K ] をクリックし、本毁品を巧りかします。 

naa WindowsXP/Server 2003の場合は、 [0K] をクリックするぶ、要はありません（表 
示は自動的に消えます)。 
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■ eSATA 接続の場合 


本製品を起動用ハードディスクとしてお巧いの場合 (Windows をインス 
卜ールした場合）は、本製品をおりかさないでください。 

本製品に 0 S をインストールした場合、本製品を取りかすとパソコンが起動しません。また、 
再度接続したときもバソコンが起動しない恐れがあります。 


醉社製 eSATA インフエースの マニュ アルを参照してください。 

パソコンの eSATA ポートや付 S の eSATA ブラケットを巧ってあ房している巧合、パソ 
コンの 電 おを OFF にしてから本留品を巧リ刘■してくださし、。パソコンの 電 おが ON のと 
をは、本留品を巧りかしでをません。 

Macintosh . 

Macintosh の場合は、な下の手順で本製品を取り外してください。 

1本製品のアクセスランプが巧えていることを巧なし、デスクトップにあるハー 
ドディスク（本製品）のアイコンをゴミ巧にドラッグアンドドロップします。 

本製品のすべてのアイコンを、ゴミ巧にドラッグアンドドロップしてください。 

2本製品を巧りかします。 
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フオ—マット 


本製品をフォーマット（初期化）するちまを説明しています。 


ごま意 


• 本 製品は出荷時に FAT 32 お式 （1 パーティシヨン）でフォー マット さ 
れています。 WindowsXP / 2000でご使用になる場合、通常はそのまま 
の状態でご使用いただけます。 

本製品を複数の領域に分けて使用したり、 Windows Server 2003 や 
Macintosh でご使用になる場合は、巧に記載の手順でフオーマツトして 
ください。 


•フォーマット中は、絶対にパソコンの電源スイッチを OFF にしたり、リセットしないでくだ 
さい。 

ディスクが破損するなどの問題が発生します。また、な後の動作についても保証できません。 
ご-ま意ください。 



•フォーマットすると、/\-ドディスク巧にあるデータは失われます。フォーマットするおに、 
M- ドディスクの使用環境をもう一度よく確認してください。 

A— ドディスクのフォーマットは、お客様ご自身の責任で行うものです。 

誤って大切なデータやプログラムを削除しないように、フォーマットを実行するディスクが何 
台目のディスクか、パーテイシヨンをは何かおず確認しておいてください。 


CBm フォーマツト丰順は、お使いの OS によって異なります。巧巧している OS に応じて、 
次のぺージを参照してください。 

• Windows . 【次 ぺー ジ】 

- Mac OSX 10.2.【P17】 

- MacOSX 1日.3が降 . 【 P 18】 
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Ill76 GB 

-本製品に害リリ当てられてし、 

^ るドライブを確認します。 

Xドライブを間違えると、 
—— ハードディスク内のデータ 

—, がすべて消えてしまいます 

— 1 ので、ごま意ください。 


Windows 


J ■乂下の手順でフォーマットします。 

- USB 巧続時は、ダイナミックディスクにアップグレードすることはでをません。 

※ダイナミックディスクについては、 Windows のヘルプを参照してください。 

-フォーマットする前に本留品をパソコンに挂镜してください。 

-な下の説巧では、 Windows 2000 の面面を使用しています。 

1 パソコンを起苗!しコンピュータの管理者巧巧 ( Administrator など）があるユー 
ザーでログオンします。 

2デスクトップにある[マイコンピュータ]をもクリックし、[管理]をクリッ 
クします。 

(WindowsXP/Server 2003の場合は、[スタート]をクリックし、[マイコンピュータ]を 
ちクリックし、[管理]をクリックします。） 


[ディスクの管理]をクリックします。 


_ レ513 

[I !肌の玩 M h わ> I 囚[函 I 巧 h 固齒 ] 
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①本製品に害リリ当てられている領域 
を右クリックします。 


② [パーテイシヨンの削除 ] をクリツ 
クします。 


6 「パーテイシヨンを削除しますか？ J と表示されたら、[はい]をクリツクします。 

/《ーテイシヨンが削除されます。 


7 


8 


9 



ホ害リリ当て領域が表 
されます。 


① ホ害リリ当て領域を右クリックし 
ます。 


感 [パーテイシヨンの作成] 
( WindowsXP/Server 2003の場合 
は[新しいパーテイシヨン])を 



クリックします。 

[ パーテイシヨンの作巧ウイザードの閲お KWindowsXP/Server 2003の場合は 
[巧しいパーテイシヨンウイザードの閲始])と表巧去れた6、[巧へ]をクリツ 


クします。 
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/!- ティソむ® 桂 ま SS 折 

巧 ft 3 r を*1，)旨走1 -- 

1 


阳巧樹トティシゎ谢;自卽ん。邸、' 

广 巧イ巧バ-ティシわ化’ 

广疏ド'.;- . 

.り. 1111 

掘長バ-テ<シヨン 巧 巧け5きをべ-シツウティス抑一吉防です。ベ—ンツ 

5 ：iW 上の脚 ユーム 田1巧3る巧合口.阻搞トティシ3ン®ほ用して巧む、 

に 









<戻る必 1 -■わの い 

1 申わ垃 !■ 1 


① け由張パーテイシヨン]をクリックし 
てい）を付けます。 

-感 [次へ]をクリックします。 
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① [使用するディスク領域]でサイズを 
指定します ( WindowsXP/Server 2003 
の場合は[パーテイシヨンサイズ]で 
サイズを指定します)。 

X サイズを変更する必要がない場合は、巧 
期設定のまま最大値で確なします。 

② [次へ]をクリックします。 


12 [ パーテイシヨンの作巧ウイザードの完了 KWindowsXP/Server 2003の場合は 
[巧しいパーテイシヨンウイザードのち了])と表巧去れた6、[ち了]をクリツ 
クします。 


U 


バ-テ行わのサイズは.居 X テ-ス的陆がら小 K 指ミしてび巧扣 
貝 X ティスウ S 自国 19564 MB 

岩小 f イス巧瞄 7 MB 


t «用するディ 




过 CDR0M 0 

5VD (0) 

すンライン 




恥が。 0 

1910QB 
オン5イン 

1助己 B NTFS II 巧 11QB 

正* (•ン巧ム） II 来 W 岂て 



テイ; W 1 

ベ-シ M 

19.10日日 
たづイン 

1S11 QB 

な 《IW 


テイシな必 ..-* 


ヘルプ地 

■ 击卵当て ■ ブ5<讯けづけむ ■ SBfU! づイシむ r 空き?田！ ■ シンプルかユーム 


①空き領域を右クリックします。 


②[論理ドライブの作成] 
( WindowsXP/Server 2003の場合 
は[新しい論理ドライブ])をクリツ 


クします。 


14 [ パーテイシヨンの作巧ウイザードの閲お KWindowsXP/Server 2003の場合は 
[巧しいパーテイシヨンウイザードの閲お])と表巧古れたら、[々へ]をクリツ 
クします。 


15 



①[論理ドライブ]が選択されているこ 
とを確認します。 


感 [次へ]をクリックします。 
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バ-テイリヨンのサイズは.居スティス的画田よ奶小 St 話してびさい。 
岩，:デ <• スウ巧坊 195 MMB 

房小テ V ス巧 I ® 7 MB 


r ほ用するディスウ《«(が 




-①[使用するディスク領域]でサイズを 
指定します ( WindowsXP/Server 2003 
の場合は[パーテイシヨンサイズ]で 
サイズを指定します)。 

※サイズを変更するぶ、要がない場合は、お] 
期設定のまま最大値で確なします。 


-⑤[次へ]をクリックします。 


18フォーマットお式などを設巧します。 


W 


つ 


い 


) - H 

イ—い 3 0- 1钟|田 ド巧1国 — 

) 1 

ユし 1干：！ } 1 

广41 "千 

- 11_ 1-11つ f ルさ®田巧5ち抑こするの 1 


i7>n 


-①[このパーテイシヨンを J •乂下の設定で 
フォーマットする]をクリックし、 （•） 
を付けます。 

-感 [ NTFS ] を選択します。 

-⑤各項目を設定したら、[次へ]をクリッ 
クします。 


-が要に応じて[ボリユームラベル]を入力します。 

-[アロケーシヨンユニットサイズ]は特に問題のない限り、初期設をのまま使用します。 


本巧品にバーティシヨンが1つも巧なしないとをは、[クイックフォーマットす 
る]にチェックマーク （/) を付けないでください。チェックマーク （✓) を付 
けると、フォーマットが正常に後了でをないことがちります。 


] 次ク巧 

謂思 

J 場る定け。 

-のて指ない r 。 

;§黨黨^ 

割化郎ク 

バ^き^更にリ 
フ S ： 文巧変まク 

ィ獻け、 S 加を 

■ It -=£ 


リ 

割 

の側一 

字！ 
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19 [ パーテイシヨンの作がウイザードのち了 KWindowsXP/Server 2003の場合は 
[巧しいパーテイシヨンウイザードの克了])と表示されたら、[ち了]をクリッ 
クします。 

フォーマットが始まり、進行状況が％表示されます。 

I " Ksa フォーマットを中止する場合は、フォーマット中のパーテイシヨンを右クリック 
し、表示されたメニューの中の[フォーマットの中止]をクリックします。 


フォーマツ トが正常に終了すると、 
ボリユームラ ベルと パーテイシヨン 
に加えて、「正常」と表示されます。 


「ボリユームは開かれているか、またはな用中です。要巧を完了でをません。 J 
といラメッセージが表,示された場合 

パーティシヨンは作成されていますが、フォーマットは完了していません。 [0K] をクリッ 
クし、作成したパーティシヨンをこ欠の手順でフォーマットしてください。 

1 作成したパーティシヨンをちクリックして[フォーマット]を選おします。 

2 ぶ、要に応じてボリユームラべルやファイルシステムを設定し、[次へ]をクリックします。 

[クイックフォーマットする]にチェックマーク （✓) を付けると、クイック 
フォーマットを巧います。フォーマット時巧が短組されます。 

3 i •乂降は面面のメッセージに従って操作します。 

な上でフォーマットは完了です。 

[^3 本製品を複数の領域に分割して使用するときは、手順16でサイズを指定し、乂下手順 
20までを作成する数だけ繰り返します。 


占 CDR 0 M 0 

DVD (0) 

オンライン 

- 1 - 

9.け W 

1910 G 日 
オンライン 

讶ディスウ If 

A ：-->)5 1 

の。 

4 00 GB PfTFS 1511 G8 

正* (システム） I ホ m 当て I I 

か ュ-么 <1» 1 

ォ 々〇 1 

■ ホ喜の当で B フ 

正 お 1 

イ巧«づだ/む ■ r 空巧巧 S ■ 班ド子<プ ■ シシブルがューム | 
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Mac OS X の Disk U 川 ity を使ってパーティションを作成し、本製品を フォー マットします。 

•フォーマットすると、ディスク上にちるデータやパーティションはすべて巧モされま 
す。フォーマットするディスクを巧違まないように、十分な意してください。 

•本 S 品を複数の領域に分けて巧巧できないことがちります。その場合は、領域を分け 
ずにお使いください。 


1 デスクトツプの [Macintosh HD] をダブルクリックします。 


2 [アプリケーシヨン]フォルダの中の[ユーテイリテイ]フォルダを開去ます。 


3 [ディスクユーティりティ]をダブルクリックします。 

① フオーマツ トするデ イス 
クをクリックします。 


②[情報]をクリックします。 

⑤フオーマツトするデイス 
クの情報を確認します。 
ディスクの情報は製品に 
よって異なります。 



5 



① [パーテ イシヨン] をク リツ 
クします。 

② ボリユーム情報を設定します。 
フオーマットは通甫 、 [MacOS 
お張]を選巧してください。 


⑤[パーテイシヨン]をクリツ 
クします。 


X 設巧したバーティシヨンは、すぺて一巧でフォーマットされます。 

また、設巧モミ去については、 MacOS のヘルプもきおしてくださし、。 

6 「(巧）この操作は巧りおせません。この操作を実行してもよろしいですか？ J 

と表示されたら、[パーテイシヨン]をクリックします。 


な上で本製品のフォーマツトは完了です 。 Disk utility は終了してくださし、。 
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Mac OS XI0.3 が降 


Mac OSX のディスク ユー ティリティを使って本聲品を フォー マットするときの手順を説日月します。 

•フォーマットすると、ディスク上にちるデータやバーティシヨンはすべて巧ちされま 
す。フォーマットするディスクを巧違えないように、十分ミ主意してください。 

•本巧品を複数のお巧に分けて巧巧でをないことがちります。その場合は、お域を分け 
ずにお使いください。 

-詳しい手順は、 Mac 0 S のヘルプを参おしてください。 

-本書では 、 MacOSX 10.4 の面面を例に説巧しています。 


1 デスクトツプの [Macintosh HD] をダブルクリックします。 


2 [アプリケーシヨン]フォルダの中の[ユーテイリテイ]フォルダを開去ます。 



[ディスクユーティリティ]をダ 
ブルクリックします。 

[ディスクユーティリティ]が起 
動します。 


①フォーマツトするディスクを 
クリックします。 


②フォーマツトするディスクの 
情報を確認します。ディスク 
の情報は製品によって異なり 
ます。 
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①[パーテイシヨン]をクリツ 
クします。 

③ ボリユーム情報を設定します。 
フオーマットは通甫 、 [Mac OS 
拡張]を選巧してください。 


⑤[パーテイシヨンを作成]を 
クリックします。 


ボリューム情巧を設巧で去ないと去は？ ( MacOSX 10.4な巧のみ） 

J •乂下の手順で、パーティシヨン方式を Apple / 《ーテイシヨン方式に変更します。 



フ 

才 


マ 

'ン 


[オプション]をクリックします。 


2 


な巧■の/トドウエアに# RT 左巧«巧の》るリムーバプルイディア 
ドライブの場をは， /<- テ<シ3ンマブフモマ CVt- ティシ3ン方. 
g 去す，デフ*ルトは -Apple バーテイシ3ン巧泣マす. 


テイシ9ン方ま 


キ'一 e ル ） 台 S M づ )1 


'① [Apple パーテ イシヨン方胡 
を選択します。 

-② [ OK ] をクリックします。 


6 


sf 


ディスクにバーティシヨンを巧巧します 

ディスクにバーティシ3ンモ巧巧すると，ディスクのポ 
リュームに友る1|«ぴすぺてそわれます. 

このディスクには1つのボリュームがあ0ます： 

■N0 NAME* 

ディスク -BUFFALOClipDrive Media— にパーティシ a ンモ 
巧巧してをよるしいですか？ 


f , 、、 


ドバ ー7 •イシ3ン ) 

1- 


レ《ーティシヨソをクリックします。 


な上で本豐品のフォーマツトは完了です。ディスクユーティリティを終了してください。 
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ゾンテナンス 


本製品のメンテナンス方るや内蔵 A — ドディスクの交換方るを説明します。 



バックアップのぶ要性 

ハードディスクに蓄えられた重要なデータを保護するために、外部のメディアにデータの複製を 
作成することを「バックアップ」といいます。大容量 A - ドディスクには、日々大量のデータが 
格納されます。事故や人為的なミスなど不測の事態でデータを失うことは、業務上大きな損失と 
なります。 

バックアップを行えば、同じデータが複数のメディア （ M — ドディスクなど）に保巧されます。 
そのため、万が一、1つのメディアに保をしたデータが破損•ミ肖失した場合でも、化のメディア 
から破損-ミ肖失したデータを復元することができます。 

mm /\- ドディスクをほ用する場合は、ま巧的にバックアップを作巧してください。 

バックアップ巧のメディア_, 


バックアップ巧のメ ディアにはこ欠のようなものがあります。 

- BD - R/RE - DVD ± R/RW - DVD-RAM - CD - R/RW 

•光磁気ディスク ( M 0) •増設ハードディスク •ネットヮーク （ LAN ) サーバ 

可能な限り DVD - R など容量の大きいメディアにバックアップすることをおすすめします。 

増設ハードディスクにバックアップする場合は、そのハードディスクをバックアップ専用にする 
ことをおすすめします。 

バックアップデータの復元（リスト巧_, 


バックアップデータを元のハードディスクに復元することをリストアといいます。 

リストアコマンド/ツールは、一般的にバックアップコマンド/ツールで指定されたものな外は 
使巧できません。マニュアルなどで確認して使用してください。 
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Windows には、 A - ドディスクのエラー（異常）をチェックするためのツールが付属しています。 
このツールはエラーをイ喧復することもできます。ハードディスクを安全に使用するために、ハー 
ドディスクを定期的にチェックすることをおすすめします。 


•エラーのチェック方法は、 Windows のヘルプやマニュアルを参照してください。 

- Macintosh には、八ードディスクのエラーをチェックするためのツールは付属してい 
ません。ディスクのチェックには、市販のユーティリティを使巧してください。 


最適化（デフラグ) 


ハードディスクを長期間使巧してファイルの書き込みや削除を繰り返していると、ファイルが分 
断されてディスクのあちらこちらに散らばってしまいます。これを断片化（フラグメンテーシヨ 
ン）といいます。断片化されたファイルは、読み書きする隙にディスクのあちらこちらにアクセ 
スしなくてはいけないため、時間がかかっています。 

このように散らばってしまったファイルをきれいに並べなおすことを、最適化（デフラグメンテー 
シヨン）といいます。ハードディスクを最適化すると、ディスクアクセスの速度が改善されます。 
Windows には、断片化したハードディスクを最適化するためのツールが付属しています。ハー 
ドディスクを快適に使巧するために、定期的にハードディスクを最適化することをおすすめしま 
す。 

•最適化の方法は、 Windows のヘルプやマニュアルを参照してください。 

• Macintosh には、八ードディスクを最適化ずるためのツールは付属していません。ディ 
スクの最適化には、市販のユーティリティを使用してください。 


特をのソフトウエアが使用できない場合 


パソコン標準搭載のハードディスクを巧象にしたソフトウェア（ X )上で、本聲品を使巧でをな 
いことがあります。 

その場合は、パソコンに標準搭載の A — ドディスクを使用するか、他のソフトウェアを使巧して 
ください。 

X ソフトウェアの仕様はソフトウェアメーカ（プリインストールソフトではパソコンメーカの場 
合があります）にご巧認ください。 
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メンテナンス 








RAID の巧築 （USB 巧続のみ) 


本製品に内蔵されている4台のハードディスクで RAID を構築し、1台のハードディスクと使用 
できます。また、 RAID を解除したり、再構築する場合も J ■乂下の手順で行えます。 

RAID を巧築するときの注意 


• RAID を構築する時は、本製品一台のみを接続し、他の USB 機器は全て取りかしください。 

参 RAID を構築すると、本製品になをされていたデータが全て消'ちされます。 RAID の構築を行う 
おにバックアツプを作成してください。 


RAID とは 

RAID (レイド）とは、 複数のハー ドディスクを組み合わせて1台の M - ドディスクに見立て、 A - 
ドディスクを高ま化したり、故障時の復旧を客易にしたりするシステムです。本製品では、4台 
の A — ドディスクで RAID を構築します。ハードディスクの組み合わせかたにより、 RAID レベル 
がミ央められています。本製品が対応している RAID レベルは、こ欠のとおりです。 

■ RAID 5 モード（出荷時設を/高をアクセスでき、データをち 
全になをできる） 

データからパリティ（誤り訂正巧号）を生成し、データとともに複数のハードディスクに分散し 
て記録します。どれか1つ A — ドディスクが破損しても、ハードディスク交換により周りのデー 
夕とのパリティを比較し、データ復旧が可能です。 0 S 上からは、3台分の A — ドディスクの客 
量しか認識されません。データを分散してイ呆巧するため、 M — ドディスクへのアクセス巧度は、 
1台だけ使っている場合よりも高まです。 


•/\-ドディスクの構成例 

HD - Q 1.0 TSU 2/ R 5 の場合： 750 GB (250 GB X 3) のハードディスクとして認識します 
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■ RAIDO モード（高速な大容量ハードティスクとしでほ用でき 
る） 

4台のハードディスクを1台の大客量 M — ドディスクとして使うち法です。データを分散して4 
台のハードディスクに同時記録するため、アクセスま度が向上します。 OS からは4台の A — ドディ 
スクの容量を足した1台の大容量ハードディスクとして認識されます。 RAID 0 モードでは、デー 
夕を保護するしくみがありません。そのため、ノ\-ドディスクが1台でも巧障したら、すべての 
データが読み出せなくなります。 

•/\-ドディスクの構成例 

HD - Q 1.0 TSU 2/ R 5 の場合： 1 TB (250 GB X 4) の A — ドディスクとして認識します 



メンテナンス 
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■スパニングモード（大容量ハードディスクとして使用できる） 

4台の A — ドディスクを1台の大容量ハードディスクとして使うちまです。05からは4台のハー 
ドディスクの容量を足した1台の大容量ハードディスクとして認識されます。データを分散せず 
に保存するため、アクセス速度は通常と変わりません。スパ ニン グモードでは、データをイ呆護す 
るしくみがありません。そのため、ハードディスクが1台でも故障したら、すべてのデータが読 
み出せなくなります。 


•ハードディスクの構成例 

HD-Q1.0TSU2/R5 の場合： 1TB(250GB X 4) のハードディスクとして認識します 
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■ RAID1 モード（自動的にバックアップを作巧しテータをま 
全に保をできる） 

バックアップ用のハードディスクになをするデータのバックアップを作成することにより、 デー 
夕をな護します。1台のハードディスクが巧障しても、バックアップ巧のハードディスクにある 
データを読み出すことができるため、そのまま使い続けることができます。また、故障した A — 
ドディスクを新しいハードディスクに交換すれば、データを復旧できます。 0 S 上からは、2台 
分のノ\ー ドディスクの容量しか認識されません。ハードディスクへのアクセスま度は、1台だけ 
使っている場合とほぼ同じです。 

•/\-ドディスクの構成例 

HD - Q 1.0 TSU 2/ R 5 の場合： 500 GB (250 GB X 2) の A — ドディスクとして認識します 
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■通常モード （4 台のハードディスクとして使用できる） 

RAID を構築しないで使巧します。本製品は4台のハードディスクとして認識され、それぞれに 
違うデータを保存できます。 

•ハードディスクの構成例 

HD - Q 1.0 TSU 2/ R 5 の場合： 250 GB のハードディスクを4台認識します 


データ 

の@感® 

データ 

本本本本 

データ 


データ 

★★★★ 



4台のハードディスクに個別に 
アクセスでをる 


msm 适常モードに設巧した場合に eSATA 挂镜すると、/\-ドディスクが1台しか認識されず、 
をての容量を使用でをません。 USB で挂镜すると、4台の"ードディスクが認識され、 
全ての容量が使用で去ます。 
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RAID 設まユーテイリテイのインストール 


RAID を構築するときは、 RAID 設定ユーティリティを使用します。 RAID 設定ユーティリティを 
インストールしていない場合は、な下の手順でインストールしてください。 

naa すでに 「 raid 設定ユーティリティ」をインストールしている場合は、 j •乂下の手順は必要 
ありません。 

■ WindowsXP / 2000 /Server 2003 

1ユーテイリテイ CD をパソコンにセットします。 

簡単セットアップが起動します。起動しないときは、ユーティリティ CD 内の 「 EasySetup . 
exe 」 をダブルクリックしてください。 

2 [ミを付ソフトのインストール]を選がし[開始]をクリックします。 

3 [ RAID 設ちユーティリティのインストール]を選がし、[開始 ] をクリックします。 

な降は、画面の指示に従ってインストールしてください。 

■ Mac OS X が降 

ユーティリティ CD の [ Mac ] フォルダにある ( Raidsetting ) をデスクトップにコピーします。 
な上で完了です。 _ 

RAID 設定ユーティリティを起動するときは、デスクトップの1^1 ( Raidsetting ) をダブルクリッ 
クします。 

デスクトップにコピーした ( RaidSetting ) は、削除しないでください。削除する 
と、 RAID 設定ユーティリティを起動で去なくなリます。削除してしまった場合は、巧度 
ユーティリテイ CD からコピーしてください。 
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RAID を巧築する 

RAID は、 J ■乂下の手順で構築してください。 

「 RAID をな蜜するとをのま意」 （ P 22) をおずおずりください。 

r « a ここでは、 Windows 2000の画面を例に説明しています。お使いの OS によって画面が異 
なります。 


1 RAID 設をユーティリティを起動します。 

Windows の場合は、[スタート]- [ (すべての）プログラム]- [ BUFFALO ] - [ HD - QSU 2] 
- [ RAID 設をユーティリティ]を還択します。 _ 

Macintosh の場合は、デスクトップにコピーした ^ H | ( RaidSettina ) をダブルクリッ 

W 

クします。 


2 [設ち]をクリックし、[ディスク巧がのをち]をクリックします。 

た化1 吗 - _i【 

方 •< ルの (^8 是な3 W げ曲- i - 


ディスウ1 

1 テ’ィス例!巧： RAIDS モ-ド 1 

1 ドうイブ L^— : G 1 

ディスウ2 

1 ディスクな巧： RAID6 モード 1 

1 ドラけ Q 1 

ティス。3 

1 ディスク巧技： MI 防モード 1 

1 ド ■■フ -U5-; & 1 

ディスウ4 

1 ディスクな巧： RAIDS モ-ド 1 

1 ドライブ L^—: & 1 


[設定]をクリックし、[ディスク構成の 
変更]を選択します。 


1な下の画旧がま巧古れたと去は？ 

' パスワードを設定している場合は a 乂下の画面が表示されます。パスワードを入力して[確 
認]をクリックしてください。 

mm パスワードをちれた場合 I RAID を巧蛋することはでをません。巧なサポートセン 
! 夕一へごま巧ください。 


バスワードの入力 


①パスワードを入力します（半角英数を 
20文をな巧)。 


n -:-@ [確認]をクリックします。 

確'切 。 'J —キゎセル J 



バスワードのじ卜 
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3 括窠する RAID を選巧し [ 次へ]をクリックします。 


ディスク«巧のまミ 


ディスウ巧巧を进巧してく微卜 


ぶ! 


-齡モ—ド (Q 


[4^^1?08物ディスクとして巧巧する 

广スバニンヴトドの 

梓々ス客*ディスクとしてほ巧寺を 
广 RAIDO モード(の 


|1ちのス容量&岳巧ディスクとしてが巧?る 

广 RAID 1 モード 0) 

巧 RAI 的モード(封 

|1わの巧 S &音信妨性ディかとして巧角！す畫" 


献触 I 」 [ 


-①構築する RAID を選択します。 


-②[次へ]をクリックします。 


4フォーマットするおぶを選がします （WIndowsXP/ 2000のみ)。 

Winsows Server 2003や Macintosh をお使いの場合、な下の画面はま示されません。 
次の手順へ進んでください。 

ぶ] 


CCTA むれ碼 


ファイルシステムを遽巧してください 


NTF 5 フォーマットの（お装〉 
广 FAT 32 フォーマットく苗 


ホへ(の I 


幸ヤンわル 


—①フォーマットするお式を選択します。 

《 NTFS フォーマット雕奨）をお勧めし 
■I ます。 FAT32 フォーマットを選 f 尺した 

場合、 4GB な上のファイルをな巧でき 
ません。 

——②[次へ]をクリックします。 


5 


「ディスク括がをを更すると、ディスク巧のデータは消ちされます。よろしいで 
すか？ J と表示されたら、[はい]をクリックします。 


6 「を更巧ドライブの内容を巧度巧認してください。続行してよろしいですか？. 
とま巧されたら、[はい]をクリックします。 

RAID の構成が始まります。 


メンテナンス 
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1 「設ちのをちが正常に終了しました。」または、「動作モードを変更しました。」と 
ま示されたら、 [0 K ] をクリックします。 

1•乂上で RAID の構築は完了です。 

RAIDS モードや RAID 1 モードに設ました方へ 

上記の手順が終了すると、 RAID の構築が始まり、本製品のアクセスランプが赤色点滅しま 
す。 RAID の構築が終了し、アクセスランプが消灯するまでお待ちください。 RAID の構築 
時間は、 RAIDS モードの場合で 100 GB あたり約12分 ( HD - Q 1.0 TSU 2/ R 5 の場合、約2時間)、 
RAID 1 モードの場合で 100 GB あたり約25分 （ HD - Q 1.0 TSU 2/ R 5 の場合、約4時間）かか 
ります。 

Windows Server 2003をお使いのホへ 

RAID を構築した後に本製品を NTFS 形式で初期化する必要があります。 P 11「 フォーマット」 
を参照して、本製品をフォーマットしてください。 

薦 Macintosh をお使いの方へ 

- RAID を構築した後に本製品を MacOS 拡張お式で初期化する必要があります。 P 1 1「フォー 
マット」を参照して、本製品を初期化してください。 

- RAID 構築後に本製品をパソコンに接続すると、アクセスランプが緑色に点灯して正常 
に認識されないことがあります。その場合は、本製品の電源を OFF した後、再度電源を 
ON にしてください。 

RAID を巧巧 築/ 解除するときは 

「 RAID を構築する」と同じ手順で設定でをます。再構築するときは、新しい RAID 設定を設定し 
てください。 RAID をお除するとをは、「通甫モード」を選択してください。 

RAID 巧 築 用 パ スワードの設巧 

RAID 設定時のパスワードを設定することもできます。パスワードを設定すると、 RAID 設定時に 
パスワードがぶ、要となります。 

バスワードは-おちおの責任で厳重に管理してください。バスワードをちれると、 RAID 
をな塞で去なくなります。 

ma ここでは、 Windows 2000の画面を例に説明しています。お使いの 0 S によって画面が異 
なります。 


1 RAID 設巧ユーティリティを起動します。 


Windows の場合は、[スタート]- [ (すべての）プログラム]- [ BUFFALO ] - [ HD - QSU 2] 
- [ RAID 設定ユーティリティ]を選択します。 


Macintosh の場合は、デスクトツプにコピーした 
クします。 


jUsi ( RaidSetting ) をダブルクリツ 
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2 [設巧]をクリックし、[パスワードの設巧]をクリックします。 





ディ又。1 

1 ディスク巧は： RAIDS モード 1 

1 ドライブ Q 1 

ティスウ2 

1 ディスク巧な： RAIDS モード 1 

1 ドラィブ 一： 田 1 

ディ：！■ウ3 

1 ティスゥ巧は： RAIDS モード 1 

1 ドラィっ W-: Q 1 

ティスウ4 

1 ディスク巧め RAI 防モード 

1 ドうイブ U3-: 白. 


[設定]をクリックし、[パスワードの設定] 
を選択します。 


r な下の画面が表示されたと去は？ 

!すでにパスワードを設をしている場合は、乂下の画面が表示されます。パスワードを入 
1 力して[確認]をクリックしてください。 

i バスワードをちれた場合、 RAID をな蜜することはで去ません。巧なサポートセン 

夕一へごま絡ください。 



①パスワードを入力します。 


@ [確認]をクリックします。 


—① 設定する パスワードを2 箇所に入力し 
ます（半ち英数字: 20文字 a 乂巧)。 
ma 「パスワードのヒント」を設定して 
おくと、バスワードの入力時に設を 
したヒントが表示されます。ヒント 
は誰でも見ることができるため、本 
人な外の方がバスワードを巧測でき 
ないものにすることをお勧めしま 
す。ヒントは、64文字]•乂巧で設定 
でをます。 


@[設定]をクリックします。 


4 「パスワードを設ちしました J とま示古れたら、 [0 K ] をクリックします 



な上でパスワードの設定は完了です。 
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ft 障かなとおったら（ブザー•ランプの®誠 


本製品には、異常が発生した場合にブザーやアクセスランプで状態を表示する機能があります。 
故障かなと思ったときは、ブザーやアクセスランプの確認をしてください。 



本製品に内蔵されたハードディ 
スクの状態を表示します。左か 
ら順に DiskiDisl <2 — ^ Disk 3 — ^ 
Disk 4 の状態を表示します。 


アクセスランプの 
が態 

ブザー音 

本製品の状態 

— 

ピー.ピー.ピー 

(繰り返し鳴る） 

背面のファンが停止しています。本製品の電源を OFF 
にして、ファンにほこりがたまっていないか確認して 
ください。ほこりを取り除いても解決しない場合は、 
ファンが故障している可能性があります。弊社サポー 
トセンターへご連絡ください。 

— 

ヒ。- 

(連続して 
鳴り続ける） 

ハードディスクが非常に高温となっています。背面の 
ファンが回転しているか確認してください。 

ファンが回転していない場合は、本製品の電源を OFF 
にして、フアンにほこりがたまっていないか確認して 
ください。ほこりを取り除いてもファンが回転しない 
場合は、ファンが故障している可能性があります。弊 
社サポートセンターへご連絡ください。 

ファンが回転している場合は、ハードディスクが故障 
している可能性があります。アクセスランプを確認し、 
ハードディスクの状態を確認してください。なお、ど 
のアクセスランプもホ色点灯していない場合でも、ハー 
ドディスクが高温となっています。本製品の電源を 
OFF にして、 1 時間が上待ってからお使いください。 
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アクセスランプの 
いずれかが 
ホ色点灯 

ピー 

(約3秒鳴って 
停止） 

ハードディスクに異常があります。アクセスランプが 
点灯しているハードディスクを交換してください。交 
換しても解決しない場合は、ハードディスクが正しく 
接続されているか確認してください。 

アクセスランプの 
いずれか（複数の 
場合もあります） 

がホ色点滅 

(ピッピッピッ） 

リビルド（データ修復）中です。 RAID 5 モードや RAID 1 
モードで M — ドディスクを交換した場合にこのが態とな 
ります。アクセスランプが消灯するまで（リビルドが完 
了するまで）電源を OFF にしをいでくだぞい（リビル 
ド完了時に、「ピッピッピッ J とプザーが P 点リます)。本 
製品内部でデータの移動を行っています。電源を OFF 
にすると、本製品が故障したり、データが破損■消失す 
る恐れがあります。 

リビルド中でもパソコンに接続して使巧できますが、 
データ転送速度が遅くなります。 

リビルド時間は、 RAIDS モードの場合で 100 GB あたり 
約12分 （ HD - Q 1.0 TSU 2/ R 5 の場合、約2時間)、 RAID 1 
モードの場合で 100 GB あたり約25分 ( HD - Q 1.0 TSU 2 / 
R 5 の場合、約4時間）かかります（パソコンに接続し 
ていないが態での目をです)。 

全ての 

アクセスランプが 
赤色点灯 

ピー 

(約3秒鳴って 
停止） 

本製品を認識できません。本製品を USB で接続して 
RAID を構築してください （ P 22)。 
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ハードディスクの交換 


本製品前面のアクセスランプのいずれかがホ色に点灯していた場合、点灯している番号のハード 
ディスクドライブが故障しています。このようなとき、別途ハードディスクを巧意し、故障した 
ノ\ー ドディスクと交換することができます。 

交換用ハードディスクについて 

本製品のハードディスクを交換するときは、が下のハードディスクをお買い求めください。故障 
したハードディスクと同じまたはそれ L 乂上の容量のものをお買い求めください。 

•蹲社製 HD-HQFB シリーズ 

例： HD - Q 1.0 TSU 2/ R 5 の場合は、 「 HD - HQ 250 巧 (250 GB )」 をお買い求めください。 

《 HD - QSU 2/ R 5 シリーズで使用したことのあるハードディスクは使巧しないでください。リ 
ビルドが正常に働かないことや勝手にリビルドを始めることがあります。 

交換用ハードディスクのジャンパ設定 

交換を行う前に、交換巧ハードディスクのジャンパを 「 MASTER 」 または 「 SINGLE 」 に設定する 
必要があります。ハードディスクのマニュアルを参照して、ハードディスクが1台だけの場合の 
ジャンパスイッチ設定 （「 MASTER 」 または 「 SINGLE 」） にしてください。ジャンパの設定をして 
いないと、 M — ドディスクを交換しても本製品が正しく動作しません。 


「 MASTER 」 または 「 SINGLE 」 

に設定します。 

交換するときのま意 

•本製品は精密な機器です。落としたり衝擊を与えないよう慎重に作業を行なってください。 
♦本製品の電源を OFF にし、電源ケーブルを取り外してから作業を行ってください。 

#本製品は約 6 kg の重量があります。落としてけがすることがないよう慎重に作業を行なってください。 
#本製品内部の金属部分で手をけがしないよう慎重に作業を行なってください。 

•ハードディスクを交換する場合は、本製品を分解する必要がありますが、本書で指示されてい 
ない部分は絶対に分觸しないでください。本製品の分觸によって生じた故障や破損は、興巧の 
保証対象外となりますので、あらかじめご了承ください。 

•静電気による破損を防ぐため、身近な金属 （ ドアノブやアルミサッシなど）に手を轴れて、身 
体の静電気を取り除いてください。 



34 


HD - QSU 2/ R 5 シリーズユーザーズマニュアル 




交換手順 

な下の説明は取り外す場合の手順です。ハードディスクの交換後、元どおりに組み立てる場合は、 
取り外したときの逆の手順で行なってください。また、取り付け時にを意すべきポイントがある 
場合は、各手順の中で< 取り付けるときは？ >として説明してありますので、おずご参照ください。 


1ケーブル類を全てなりかます。 

パソコンー周巧機器の順に電源を OFF にして、ケーブル類をすべており外します。本製 
品をを定した場所に置いてください。 


2フロントパネルを巧りかします。 


フロントパネルは、下の2箇所をフックで固定されています。フックを上げて取り外し 
てください。 

<おから見た図> 



フックを上に押し上げながら 
取り外します。 



フック位置 


※フロントパネルのデザインは、お買 
いボめいただいた製品と異なります。 
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3 ハードディスクに巧り付けてあるフラットケーカレを4つとも巧りかします。 



まっすぐにゆっくりと巧り列■してくだ 
さい。なめに巧り刘■すと、コネクタが 
巧 M することがあります。 


フラットケーブルを巧り付けると走は？ 

フラットケーブルには、あらかじめドライブが割り当てられていますケーブルの長さに 
あわせて、な下のように接続してください （ A — ドディスクの香号は、左から順に1一 
2 一 3 一 4です。また、 ハー ドディスクの上に シー ルで貼り付けてあります)。 




ケーブル側の出っ張りと、 1 \-ドディスク側の切り 
たきが合うように差し込んでください。 
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4 ハードディスクに巧リ付けてある電源ケーブルを 4 つとも外します。 



電源ケーブルを巧リ付けるときは？ 

が下のとおりに取り付けることをお勧めします。が下のとおりに取り付けないと、電源 
ケーブルを耳又り付けられないハードディスクがあることがあります。 



コネクタの切り欠きを合わせて是し込んでください。 
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5 交巧するハードディスクを固をしているネジを巧りかします。 



6本製品から交おするハードディスクを引を出します。 



1 を具に巧り付けているネジ （2 箇所）を巧り外します。 
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8 新しいハードディスクに交巧して、巧りかした逆の手順で巧り付けます。 

ハードディスクのジャンパ設定をしていない場合は、 P 34 「交換用"ードディスクのジャ 
ンパ設定」を参照して、 「 MASTER 」 か 「 SINGLE 」 に設定してください 

9本製品の電おを ON にします。 


RAIDS モード/ RAID 1 モードでお使いになつていたモへ 

RAIDS モード/ RAID 1 モードでお使いになっていた場合、電源を ON にすると交換した M — 
jl ドディスクにデータを復旧（リビルド）します。データの復旧中は、復旧中のディスク 
,1のアクセスランプがホ色に点滅し、本製品内部でデータ移動が行われます。アクセスラ 
||ンプがミ肖打するまでお待ちください。データの復旧には、 RAIDS モードの場合で 100 GB 
ji あたり約12分 （ HD - Q 1.0 TSU 2/ R 5 の場合、約2時間)、 RAID 1 モードの場合で1 00 GB あ 
II たり約25分 （ HD - Q 1.0 TSU 2/ R 5 の場合、約4時間）かかります（バソコンに接続してい 

ないが態での目をです)。 

1^^アクセスランプが点•诏しているとをは、本醒品の電おを OFF にしないでください。 

電おを OFF にすると、本裂品がは盾したり、データが破損•巧失する巧れがちり 

ます。 

naa - auto 電源切替スイッチを 「 auto 」 にしている場合、データの復旧が完了する 
と自動的に電源が OFF になります。 

•データ復旧中（アクセスランプがホ色点滅しているとき）でもパソコンに接続 
してお使いいただけますが、データ転送の连度が遅くなります。また、アクセ 
スランプが消打するまでは、本製品の電源を OFF にしないでください。 


10本製品をパソコンに抵镜します。 


け上でハードディスクの交換は完了です。 

ハードディスク交換後の手順は、お使いになっていた状況によって異なります。な下を参照して 
ください。 


• RAIDS モード/ RAID 1 モードでお使いになっていた場合 

必要な手順はございません。本製品は、そのままご使用できます。 

• RAID 0 モード/スパニングモードでお使いになっていた場合 

本製品巧のデータは全て読み出せなくなっています。 RAID を再構築する必要がありますので、 
P 22 を参照して RAID を再構築してください（データは復旧できません)。 

参通常モードでお使いになっていた場合 

交換したノ\ー ドディスクをフォーマット（初期化）する必要があります。「フォーマット」 （ P 11) 
参照して、フォーマットしてください（データは復旧でをません)。 
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本製品の仕様を記載しています。 


仕様 


《最新の製品情報や対応機種については、カタログまたはインターネットホームぺージ （ buffalo , 
jp ) を参照してください。 


インターフエース 

USB 

eSATA 

準拠規格 

USB Specification Rev 2.0 

Serial ATA Specification 
Revision 1.0 a 

コネクタ 

USB シリーズ B コネクタ X 1 

eSATA コネクタ X 1 

最大転送速度（理論値） 

480 Mbps 

I.SGbps 

セクタ容量 

512 Bytes 

シークタイム 

最大 11 msec 

出お時フォーマツトお式 

FAT 32 

外形寸法 

165( W ) X 203( H ) X 242( D)mm (突起物含まず） 

消費電力 

最大 86 W 

電源 

AC 100 V 、50/60 HZ 

動作環境 

温度 

5 〜 35 で 

湿度 

20〜80〇/〇(結露なきこと） 

対応機種 

USB 2.0 コネクタを標準搭載す 
る次のパソコン 
- D 0 S/V 機 （0 ADG 仕様） 

• Apple 製 Macintosh 

脾社製 USB 2.0 ボード（別売） 
を搭載した D 0 S / V 機 （0 ADG 
仕様） 

eSATA コネクタを標準搭載し 
た DOS / V 機 （ OADG 仕様)、 

弊社製 eSATA ボード（別売） 
を搭載した D 0 S / V 機 （0 ADG 
仕様） 

対応 0 S 

D 0 S/V 機 

WindowsXP (Media Clenter Edition を含む）/2000、 

Windows Server 2003 

Macintosh 

Mac os XI 0.2.7 な降 | - 

交換用 M - ドディスク 

蜂社製 HD - HQFB シリーズ（※リ 


RAID を構築する場合は、本製品を USB 接続してください。 eSATA 接続の場合は、 RAID の設定が巧え 
ません。 


《2通常モードでお使いの場合、 eSATA で接続すると、本製品に搭載された4台のハードディスクうち1 
台しか認識できません （ HD - Q 1.0 TSU 2/ R の場合、 250 GB のハードディスクを1台しか認識しません)。 
USB で接続すると、4台認識され本製品の全容量を使用することができます。 

《3ハードディスクを交換する場合は、故障したハードディスクと同じまたはそれが上の容量のハードディ 
スクをご用意ください（例： HD - Q 1.0 TSU 2/ R 5 の場合、 HD - HQ 250 FB をご用意くださし、)。 
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naa windows をお使いの場合、本製品のドライバが正常にインストールされるとデバイスマ 
ネージャに]•乂下のデバイスが追加されます。 

デバイスマネージャは、次の方法で表示できます。 

WindowsXP/Server 2003 : 

スタート] y ニュー内の[マイコンピュータ]をちクリック^ [管理]をクリック^ [デ 
バイスマネージャ]をクリック 

Windows 2000 : 

デスクトップの[マイコンピュータ]をちクリック^憎理をクリックー[デバイスマネー 
ジヤ]をクリック 


接続方法 

追加場所 

追加デバイスる 

USB 

ディスクドライブ 

BUFFALO HD - QSU 2/ R 5 1 USB Device (*1) 

" USB(Universal 
Serial Bus ) 

コントローラ" 

USB 大容量記憶装置デバイス 

eSATA 

ディスクドライブ 

BUFFALO HD - QSU 2/ R 5 SCSI Disk Device (つ） 


*1 通常モードでお使いの場合は 、 「BUFFALO HD - QSU 2/ R 5 * USB Device 」 （本は数字) 
が4つ追加されます。 

*2 eSATA ブラケットを使って接続している場合は 、 「BUFFALO HD - QSU 2/ R 5」 と表示さ 
れます 0 
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